
清
掃
工
場
の
運
転
業
務
委
託

提
案
に
反
対
す
る
要
請

平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
（
火
）

十
七
時
四
十
五
分
よ
り

場

所

区
政
会
館
十
四
階

入
札
室

出
席
者

一
組
側
：
内
田
総
務

部
参
事

(

総
務
部
長
代
理)

・

尾
崎
総
務
部
参
事

野
沢
施
設

管
理
部
管
理
課
長
、
江
部
経
営

改
革
担
当
副
参
事

松
本
労
務

担
当
課
長

組
合
側
：

金
沢
東
京
清
掃
労

組
副
委
員
長
、
一
組
総
支
部
執

行
委
員
、
支
部
代
表
・
一
組
各

支
部
・
区
各
支
部
（
一
五
六
名
）

内

容

当
局
側
：
清
掃
労
組
一
組
総
支

部
か
ら
、
現
在
協
議
中
で
あ
る

「
平
成
二
十
年
度

清
掃
工
場

運
転
管
理
業
務
等
委
託
の
実
施
」

に
対
す
る
要
請
を
行
い
た
い
旨

の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

組
合
側
：
九
月
十
八
日
、
当
局

か
ら
一
組
総
支
部
が
来
年
度
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
提
案
を
受

け
、
私
た
ち
は
真
剣
に
こ
の
問

題
に
つ
い
て
職
場
で
議
論
と
討

論
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
先
だ
っ
て
私
た
ち
は
所
属

長
に
「
今
日
、
地
球
環
境
の
保

全
の
う
ち
廃
棄
物
処
理
は
重
要

な
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
大
都

市
の
市
街
地
で
操
業
す
る
清
掃

工
場
が
可
燃
ご
み
の
中
間
処
理

に
全
力
を
尽
く
す
事
と
と
も
に
、

そ
こ
で
働
く
職
員
が
安
全
で
安

心
し
て
働
け
る
職
場
を
作
る
こ

と
が
地
域
の
方
と
共
に
良
好
な

環
境
保
全
の
確
保
に
つ
な
が
り

ま
す
。

こ
の
知
識
と
経
験
を
積
み
上

げ
な
が
ら
技
術
・
技
能
を
各
自
、

身
に
つ
け
人
材
を
確
保
し
て
き

た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
操
業
で
き

た
の
も
熟
練
者
・
新
規
職
員
・

派
遣
職
員
が
、
一
丸
と
な
っ
て

仕
事
を
習
得
し
た
か
ら
で
す
。

一
人
前
と
な
る
の
に
は
五
～

十
年
の
長
い
期
間
が
必
要
な
の

で
す
。

一
組
管
理
者
は
こ
う
し
た
清

掃
工
場
の
運
営
に
大
切
な
財
産

を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
に

よ
り
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た

「
安
全
衛
生
委
員
会
・
作
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ブ
ル
ノ
ウ
ハ

ウ
集
・
引
継
ぎ
・
連
絡
事
項
」

等
、
清
掃
工
場
関
係
者
に
欠
か

す
こ
と
の
出
来
な
い
財
産
・
責

務
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
は
許
す

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
」
と
要

請
行
動
を
行
い
、
所
属
長
に
当

た
り
前
の
こ
と
を
率
直
に
申
し

上
げ
、
理
解
を
求
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

当
局
は
住
民
に
と
っ
て
一
番

大
切
な
一
組
の
運
営
と
は
何
か

を
ま
じ
め
に
考
え
る
べ
き
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
安
全
で
安

定
的
な
工
場
運
営
で
す
。

そ
し
て
住
民
に
親
し
ま
れ
、

住
民
に
と
っ
て
透
明
性
の
高
い

操
業
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

安
易
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

は
、
こ
れ
ら
全
て
に
反
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
コ
ス
ト
的
に
も

全
く
効
率
的
で
な
い
と
い
う
こ

と
も
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。

本
日
は
工
場
ば
か
り
で
な
く
、

清
掃
各
職
場
の
現
場
で
働
く
仲

間
の
総
意
を
結
集
し
、
九
一
一

五
筆
の
署
名
を
提
出
し
ま
す
。

当
局
は
東
京
清
掃
全
体
の
熱

い
思
い
を
受
け
止
め
、
今
回
提

案
を
撤
回
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

組
合
側
：
運
転
係
の
四
分
の
四

委
託
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
区
長
会
決
定
で

あ
っ
た
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
進
め
方
に
つ
い
て
」
に
明
記

さ
れ
て
い
た
三
／
四
委
託
か
ら

何
の
総
括
も
評
価
も
せ
ず
、
理

由
も
聞
か
さ
れ
ず
全
委
託
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た

一
係
で
工
場
運
営
の
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、

委
託
で
報
い
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。

要
と
な
る
職
員
の
気
持
ち
が

離
れ
る
と
は
考
え
な
い
の
か
。

当
局
と
は
三
回
に
及
ぶ
専
門

委
員
会
、
ま
た
解
明
要
求
と
し

て
の
小
委
員
会
交
渉
を
経
て
、

今
日
ま
で
来
ま
し
た
。

率
直
に
申
し
ま
し
て
、
一
組

当
局
の
清
掃
事
業
に
対
す
る
中

間
処
理
業
務
の
責
任
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
非
常
に
疑
問
を
も
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

専
門
委
員
会
の
中
で
も
申
し

上
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
清
掃
工

場
の
委
託
は
安
全
に
対
す
る
脅

威
や
、
公
害
を
出
さ
な
い
工
場

操
業
に
大
き
な
問
題
点
が
あ
る

こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
委
託
化
に

つ
い
て
は
新
設
工
場
と
の
兼
ね

合
い
で
の
内
部
努
力
で
妥
結
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
委
託
の
た
め
の
委
託
で
あ
り

容
認
で
き
な
い
こ
と
。
全
運
転

係
の
委
託
は
工
場
の
実
質
的
運

営
の
放
棄
で
あ
る
こ
と
。
委
託

に
よ
る
歳
出
削
減
効
果
は
わ
ず

か
で
あ
り
、
意
味
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
。

清
掃
工
場
整
備
計
画
を
見
直

し
、
ご
み
量
に
あ
っ
た
整
備
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
大
き
な

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
。

現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
業
務

委
託
は
特
命
随
意
契
約
で
あ
る

が
、
実
態
は
「
偽
装
特
命
随
意

契
約
」
で
は
な
い
か
と
疑
え
る

こ
と
。
ま
た
再
委
託
が
常
態
化

し
て
お
り
再
委
託
の
禁
止
を
厳
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１６日 一組総支部常任委員会
２０日 一組総支部執行委員会
２２日 一組総支部支部委員会
２６日 一組総支部執行委員会
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各区区議へのアンケート実施
各区長要請、ビラまき行動
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文化厚生活動、卓球大会協賛
組織対策、技能主任問題
異動問題、安全衛生の課題

職員互助について、賃金、人事。

一組総支部結成時からの、機関
紙「一組総支部通信」は、おかげ
さまで、１８号を発行できました。
本当にありがとうございます。
今後も、皆さんの意見をいただ
きながら、よりよい情報活動の展
開をして参ります。
この度、今までのＡ３四つ折の
新聞形式を改め、Ａ３縦タイプの
読みやすい形式にいたしました。
今までの記事のスタイルはその
ままで、各支部情報（できごと）
なども取り入れます。
くみこちゃんも続投し、皆さん
の自慢の趣味、写真なども掲載い
たしますので多数の原稿をお寄せ
ください。楽しみにしています。

天
候
に
恵
ま
れ
た
、
二
〇

〇
七
年
十
月
十
七
日
、
江
東

区
の
夢
の
島
グ
ラ
ン
ド
に
て
、

一
組
総
支
部
親
睦
交
流
野
球

大
会
の
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

十
二
支
部
が
参
加
し
た
、

こ
の
大
会
は
、
延
べ
参
加
選

手
は
一
二
〇
名
と
な
り
、
と

て
も
有
意
義
な
試
合
が
楽
し

め
ま
し
た
。

優
勝
は
、
墨
田
工
場
支
部
、

二
位
に
、
豊
島
工
場
支
部
、

三
位
に
、
大
田
工
場
支
部
、

四
位
は
、
中
央
工
場
支
部
で

し
た
。

今
回
は
、
審
判
員
に
、
江

戸
川
工
場
の
山
下
さ
ん
、
本

庁
支
部
の
内
木
さ
ん
が
主
審

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

今

後
の
課
題
は
、
開
催
日
程
の
検

討
、
審
判
人
員
確
保
で
の
予
算

処
置
、
開
始
時
間
や
ル
ー
ル
の

確
定
な
ど
、
各
支
部
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

一
組
総
支
部
の
親
睦
、
交
流

の
意
義
が
、
野
球
大
会
や
、
各

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
で
、
さ

ら
に
団
結
が
深
ま
る
こ
と
が
で

き
、
組
合
活
動
の
一
環
と
し
て
、

今
後
の
開
催
計
画
を
楽
し
み
な

が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

近
々
に
、
各
支
部
キ
ャ
プ
テ

ン
、
監
督
、
支
部
代
表
者
の
皆

さ
ん
で
反
省
会
、
懇
親
会
も
考

え
て
い
き
な
が
ら
、
次
回
の
大

会
も
、
に
ぎ
や
か
に
開
催
で
き

る
よ
う
に
話
し
会
い
ま
し
ょ
う
。

親
睦
交
流
野
球
大
会
に
参
加

さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
一
組
総
支
部
親

睦
交
流
野
球
大
会
に
参
加
さ
れ

た
十
二
支
部
の
紹
介
で
す
。

一
組
本
庁
支
部
、
墨
田
工
場

支
部
、
板
橋
工
場
支
部
、
中
央

工
場
支
部
、
練
馬
工
場
支
部
、

葛
飾
工
場
支
部
、
大
田
工
場

支
部
、
港
工
場
支
部
、
有
明
工

場
支
部
、
世
田
谷
工
場
支
部
、

豊
島
工
場
支
部
、
品
川
工
場
支

部
の
チ
ー
ム
で
す
。

そ
の
他
に
、
日
程
の
都
合
で

参
加
で
き
な
い
支
部
も
あ
り
ま

し
た
。
次
回
は
、
参
加
で
き
る

よ
う
に
配
慮
を
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

各
支
部
の
野
球
部
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
、
今
回
、
参
加
さ
れ
た

区
派
遣
職
員
の
皆
様
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
宣
部



ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

反
対
各
種
行
動

署
名
・
区
議
ア
ン
ケ
ー
ト
・
所

属
長
要
請
等
を
行
う
。

署
名

東
京
清
掃
全
組
合
員
及
び
家
族

区
議
ア
ン
ケ
ー
ト

全
区
議
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付

一
組
総
支
部
の
取
り
組
み

全
区
議
に
対
し
、
各
工
場
支

部
長
名
で
各
区
の
区
議
に
送
付
。

工
場
の
な
い
区
及
び
、
足
立

区
港
工
場
支
部
で
対
応
す
る
。

所
属
長
要
請
行
動

一
組
総
支
部
の
取
り
組
み

雛
形
に
よ
り
、
各
工
場
支
部

で
、
各
所
属
長
に
要
請
す
る
。

地
連
・
各
区
長
要
請

各
区
役
所
前
ビ
ラ
・
工
場
周
辺

ビ
ラ
ま
き
行
動
を
行
う
。

（
十
一
月
一
六
日
）

各
区
長
要
請
、
各
区
に
一
組
の

区
長
宛
要
請
文
を
手
渡
す
。

各
区
支
部
の
都
合
の
よ
い
と

き
、
工
場
の
な
い
区
は
総
支
部

に
て
対
応
す
る
。

区
役
所
前
ビ
ラ

各
区
支
部
の
都
合
の
よ
い
と
き

工
場
の
な
い
区
は
総
支
部
に
て

対
応
す
る
。

工
場
周
辺
ビ
ラ
ま
き

工
場
支
部
で
対
応
、
但
し
や
り

き
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
新

聞
折
込
広
告
そ
の
他
を
希
望
。

地
連
要
請

地
連
の
確
定
行
動
の
時
、
地
連

代
表
と
と
も
に
要
請
す
る
。

要
請
行
動

第
三
波
一
組
要
請
行
動

（
十
一
月
二
十
一
日
予
定
）

動
員
各
支
部
三
〜
五
名
参
加
。

本
部
動
員
工
場
支
部
百
名
程
度
、

事
務
所
支
部
百
名
程
度
結
集
。

場
所

区
政
会
館
十
四
階

入
札
室
で

一
組
当
局
前
に
座
り
込
み
を
行

う
。

各
地
連
ご
と
に
、
賃
金
確
定
闘

争
総
決
起
集
会
を
開
催
。

本
部
で
は
、
専
門
部
会
交
渉
。

賃
金
確
定
要
求
書
提
出
。

区
長
会
長
要
請
行
動
。
団
体

交
渉
を
行
う
。

地
連
別
行
動
予
定

賃
金
確
定
闘
争

団
結
勝
利

十
一
月
九
日
（
金
）

第
三
地
連

十
二
日
（
月
）
第
二
地
連

第
四
地
連

十
三
日
（
火
）
第
一
地
連

十
九
日
（
月
）

第
三
波
決
起
集
会

三
十
日
（
金
）

東
京
総
行
動

第
二
十
一
回

公
共
サ
ー
ビ
ス
研
究
会
の

お
知
ら
せ

東
京
二
十
三
区
に
は
二
十
一

の
清
掃
工
場
が
稼
動
し
て
い
ま

す
。
事
業
が
東
京
都
か
ら
二
十

三
の
各
区
へ
移
管
さ
れ
た
後
も
、

長
年
の
技
能
と
経
験
に
通
じ
た

職
員
が
安
全
で
安
定
し
た
工
場

運
営
に
携
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
二
十
三
区
の
意

向
を
受
け
た
清
掃
当
局
は
経
費

削
減
と
民
間
活
力
の
導
入
と
称

し
て
工
場
の
運
転
係
な
ど
の
民

間
委
託
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
度
に
は
練
馬
、
有

明
清
掃
工
場
、
二
〇
〇
七
年
度

は
杉
並
、
大
田
工
場
の
委
託
を

強
行
し
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら

職
場
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
り
付
け
案

○
清
掃
事
業
の
統
一
性
を
堅

持
し
ろ
○
区
当
局
は
、
新
規
採

用
を
し
ろ
○
工
場
の
安
全
を
ゆ

る
が
す
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

反
対
○
清
掃
工
場
の
運
転
係
の

丸
投
げ
委
託
反
対
○
同
一
労
働
、

同
一
賃
金
の
原
則
を
守
れ
○
地

域
手
当
は
、
本
給
に
組
み
込
め

○
技
能
主
任
の
設
置
基
準
を
改

善
せ
よ
○
退
職
手
当
の
支
給
率

の
改
悪
反
対
○
業
務
職
給
料
表

改
悪
反
対
な
ど
。

は
さ
ら
に
江
戸
川
、
北
、
墨
田

工
場
が
委
託
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

清
掃
工
場
の
根
幹
部
分
で
あ

る
運
転
係
は
四
つ
の
係
で
交
代

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
委
託
さ
れ
た
四
工
場
で

は
四
つ
の
係
の
内
、
一
つ
の
係

は
委
託
さ
れ
ず
直
営
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回

の
提
案
で
は
、
全
て
の
運
転
係

を
民
間
委
託
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
清
掃
工
場
の
運
営
を

自
治
体
と
し
て
実
質
的
に
放
棄

し
た
に
等
し
い
も
の
で
す
。

今
回
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
研
究

会
は
、
東
京
清
掃
労
組
の
仲
間

か
ら
、
民
間
委
託
さ
れ
た
清
掃

工
場
の
実
態
と
そ
の
危
険
性
、

清
掃
業
務
か
ら
見
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
、
合
わ
せ
て
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
混
合
焼
却
な

ど
、
東
京
二
十
三
区
の
清
掃
事

業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
問
題

に
つ
い
て
報
告
を
し
て
頂
き
、

新
自
由
主
義
政
策
と
生
活
の
安

心
、
安
全
を
確
保
す
べ
き
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
、
ど
う
維
持
し
て

い
く
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

報
告
者

岩
田

正
隆
さ
ん

（
東
京
清
掃
労
組
一
組
総
支
部

委
員
長
）

テ
ー
マ
清
掃
工
場
の
民
間
委
託

と
清
掃
事
業
を
取
り
巻
く
課
題

日
時

十
一
月
十
五
日
（
木
）

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
五
階

研
修
室
Ａ

会
責

五
百
円

ATTACJapan

（
首
都
圏
）
公
共

サ
ー
ビ
ス
研
究
会

要
請
文

特
別
区
長
会
会
長多

田
正
見
様

二
〇
〇
七
年
十
月
一
六
日

東
京
清
掃
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長

西
川
卓
吾

日
頃
、
特
別
区
職
員
の
処
遇

改
善
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
貴
職
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
年
八
月
．
八
日
、
人
事
院

は
国
家
公
務
員
の
給
与
等
の
勧

告
を
し
ま
し
た
。

本
日
は
、
特
別
区
人
事
委
員

会
か
ら
平
成
十
九
年
「
職
員
の

給
与
に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告
」

が
あ
り
ま
し
た
。
勧
告
内
容
は
、

他
団
体
の
勧
告
に
追
随
す
る
こ

と
な
く
中
立
の
第
三
者
機
関
の

責
務
を
果
た
し
た
こ
と
は
一
定

の
評
価
は
で
き
ま
す
が
、
基
本

的
に
人
事
院
に
追
随
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
評
価
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勧
告
で
は
、
月
例
給
の
民
間

と
の
較
差
は
三
十
八
円
（
〇
〇
．

一
％
）
で
改
定
見
送
り
、
地
域

手
当
を
十
三
％
か
ら
十
四
．
五

％
に
引
上
げ
、
給
料
は
同
率
程

度
引
下
げ
と
し
て
い
ま
す
。
特

別
給
〇
、
五
月
引
上
げ
と
し
て

い
ま
す
が
、
増
加
分
は
勤
勉
手

当
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所

定
内
勤
務
時
間
は
、
ま
っ
た
く

消
極
的
な
報
告
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
間
、
私
ど
も
が
特
別
区
人

事
委
員
会
に
対
し
て
要
請
を
行
っ

て
き
た
切
実
な
思
い
を
反
映
し

て
は
お
り
ま
せ
ん
。
中
立
的
な

第
三
者
機
関
で
あ
る
べ
き
特
別

区
人
事
委
員
会
と
し
て
の
自
立

性
・
主

体
性
を

十
分
に

発
揮
し

て
い
る
と
は
、
受
け
止
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

人
事
委
員
会
の
勧
告
は
、
行

政
系
職
員
を
対
象
に
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
現
業
系
職
員
の

給
与
等
の
確
定
に
つ
い
て
は
、

団
体
交
渉
に
よ
る
労
使
合
意
が

原
則
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
申

し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
本
年
度
の
給
与
の
改
定
交

渉
を
進
め
る
に
あ
た
り
改
め
て

私
ど
も
の
基
本
的
な
考
え
を
申

し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

第
一
点
目
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
勧
告
に
沿
っ
て
策
定

す
る
現
業
系
（
業
務
職
）
給
料

表
を
早
期
に
提
示
す
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。
給
料
表
は
賃
金
の

ベ
ー
ス
に
な
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
早
期
に
提
示
し
た
う
え
で

個
別
課
題
の
協
議
を
行
う
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

第
二
に
、
総
務
省
は
、
地
方

公
務
員
の
現
業
系
職
員
賃
金
に

つ
い
て
、
類
似
業
種
民
間
企
業

と
比
較
し
、
一
．
三
〜
一
．
六

倍
程
度
割
高
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。

総
務
省
が
行
っ
た
調
査
は
人

事
院
が
行
う
調
査
と
は
全
く
異

質
な
も
の
で
あ
り
同
種
同
等
の

比
較
と
は
か
け
離
れ
た
調
査

（
結
果
）
で
す
。

清
掃
業
務
で
比
較
さ
れ
て
い

る
業
種
の
営
利
目
的
の
民
間
企

業
が
扱
っ
て
い
る
事
業
系
ご
み

は
、
幹
線
道
路
に
面
し
た
集
積

所
や
企
業
内
敷
地
内
で
の
保
管

場
所
等
が
中
心
で
あ
り
収
集
量

も
大
量
に
排
出
す
る
企
業
等
が

主
体
と
な
っ
て
お
り
極
め
て
効

率
の
良
い
収
集
作
業
で
す
。

私
た
ち
は
、
家
庭
系
ご
み
の
収

集
が
主
体
で
す
。
そ
の
作
業
実

態
は
、
一
軒
一
軒
を
対
象
と
す

る
個
別
収
集
や
高
齢
者
・
障
害

を
持
つ
区
民
宅
の
訪
問
収
集
、

狭
小
路
地
の
収
集
等
で
す
。
極

め
て
非
効
率
的
な
作
業
で
す
。

従
い
ま
し
て
、
総
務
省
の
調

査
資
料
（
結
果
）
は
、
こ
れ
ら

の
事
情
等
を
全
く
考
慮
せ
ず
、

単
に
賃
金
の
み
を
比
較
し
た
も

の
で
す
。
総
務
省
は
、
意
図
的

に
現
業
系
公
務
員
賃
金
を
狙
い

撃
ち
に
し
、
引
下
げ
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。
総
務
省

の
意
向
に
沿
っ
た
賃
金
引
下
げ

は
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

賃
金
引
下
げ
は
、
ま
じ
め
に

職
務
に
励
む
職
員
の
勤
労
意
欲

を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

大
都
会
東
京
二
十
三
区
に
お

け
る
作
業
環
境
、
住
宅
事
情
、

道
路
事
情
、
核
家
族
化
等
の
世

帯
事
情
、
様
々
な
国
々
の
外
国

籍
の
住
民
等
、
こ
れ
ち
が
密
接

に
絡
み
合
う
特
殊
性
・
困
難
性

の
中
で
、
特
別
区
の
清
掃
事
業

は
遅
滞
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
今
日
ま
で
の

清
掃
業
務
従
事
職
員
を
は
じ
め

労
使
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る
努

力
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

従
が
っ
て
、
そ
れ
ら
を
無
視

し
た
現
業
系
職
員
の
賃
金
引
下

げ
を
強
行
す
る
よ
う
な
こ
と
に

な
れ
ば
、
職
員
の
勤
労
意
は
失

わ
せ
、
ひ
い
て
は
特
別
区
の
清

掃
事
業
に
支
障
を
来
た
し
、
区

民
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。最

後
に
、
公
務
員

賃
金
は
民
間
の
賃

金
の
指
標
で
も
あ

り
ま
す
。

公
務
員
賃
金
を
引
下
げ
る
事

は
民
間
賃
金
の
抑
制
に
繋
が
り

社
会
全
体
の
賃
金
引
下
げ
に
な

り
ま
す
。
や
っ
と
上
向
き
か
け

て
き
た
と
い
わ
れ
る
景
気
を
再

度
下
降
さ
せ
る
事
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

本
年
度
の
賃
金
確
定
交
渉
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
本
日
の

勧
告
に
準
じ
て
現
行
給
料
表
を

基
本
に
策
定
さ
れ
る
現
業
給
料

表
を
早
期
に
示
し
、
十
分
を
保

障
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

求
め
ま
す
。
併
せ
て
、
ま
じ
め

に
職
務
に
精
励
す
る
職
員
の
努

力
が
正
当
に
報
わ
れ
る
よ
う
な
、

人
事
・
任
用
制
度
の
構
築
、
給

与
改
定
を
求
め
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
要
求
項
目

等
は
、
今
後
改
め
て
お
示
し
し

ま
す
。
十
分
な
協
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

以
上

月
例
給
改
定
見
送
り
、
一
時
金
〇
．

〇
五
月
引
き
上
げ
を
勧
告
、
十
三
％

を
十
四
．
五
％
に
増
加
さ
せ
、
給
料

月
額
を
平
均
一
．
三
十
五
％
（
最
大

一
．
四
％
）
引
き
下
げ
る
。

今
年
の
勧
告
で
は
、
一
時
金
の
引

き
上
げ
に
よ
っ
て
、
年
間
約
二
万
円

の
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、

特
別
区
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年

の
勧
告
以
降
マ
イ
ナ
ス
も
し
く
は
据

え
置
き
が
続
い
て
い
る
。
地
域
手
当

の
増
加
に
伴
う
給
料
月
額
の
引
き
下

げ
に
よ
っ
て
減
額
に
な
る
こ
と
は
ゆ
る
せ
な
い

こ
と
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
地
域
手
当
な
る
も
の
は
、

国
家
公
務
員
の
勤
務
地
に
お
け
る
調
整
を
図
る

手
当
て
で
あ
る
限
り
、
都
内
に
勤
務
す
る
状
況

に
は
、
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

国
、
人
事
院
の
勧
告
を
、
そ
の
ま
ま
で
受
け

る
の
で
は
な
く
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
そ

の
役
目
を
し
っ
か
り
、
特
別
区
の
事
情
に
合
わ

せ
て
勧
告
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

我
々
の
生
活
、
賃
金
改
善
に
前
向
き
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

平成19年10月16日（火）
特別区人事委員会

〔本年の勧告のポイント〕
1、職員給与と民間給与がほぼ均衡し
ているため、Ⅰ類の初任給を除き、
月例給与の改定を見送り

〔公民較差は38円、O、Ol％〕
2、期末手当・勤勉手当（ボーナス）
の引上げ 〔0．05月分〕

3、地域手当の支給割合を、現行から1．
5％引き上げ14、5％とし、給料月額
を同率程度引下げ
｛初任給付近は引下げを緩和｝

4 給与構造の改革
地域手当の支給割合の見直し、給

与カーブのフラット化等。
5 職員の意欲と能力を高め、質の高
い行政サー ビスの提供を図るため
の人事制度の整備。
○平成19年1月以降、新たな評価制度
の運用が開始、給与処遇への反映に
加え、適材適所の任用管理。
職員の主体的な能力開発と有機的連
携を図り、機能の充実が必要。
○高度・複雑化する行政ニーズヘの対
応、人材供給構造の多様化に目を向
け、採用チャネル拡大の検討。
○昇任選考制度について、昇任を職員
の重要な キャリアアップの節目と
して捉え人材育成の観点から昇任へ
の意識付け等を積極的に展開すべき。

○管理職選考の改正は、中堅職員への
対応も必要、チャレンジしやすく、
適切な能力実証が図れる仕組みにつ
いて引き続き検討。
○人材育成計画は総合的な人事・給与
制度の重要な柱であり、さらなる充
実に努めるべき。



格
に
す
る
べ
き
こ
と
。

団
塊
職
員
等
の
大
量
退
職
や

区
派
遣
職
員
の
入
替
わ
り
の
速

さ
に
対
す
る
取
組
の
遅
さ
な
ど
、

指
摘
し
、
一
組
の
こ
れ
ま
で
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
今
回
出

さ
れ
た
委
託
計
画
に
つ
い
て
の

間
違
っ
た
考
え
方
を
正
す
よ
う

提
言
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
組
当
局
は
現
在

の
と
こ
ろ
我
々
の
主
張
に
対
し

て
単
に
情
勢
や
、
経
営
計
画
や

経
営
改
革
プ
ラ
ン
を
言
う
の
み

で
、
一
組
の
将
来
や
働
き
や
す

い
安
全
な
職
場
作
り
を
考
え
る

こ
と
な
く
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
を
押
し
付
け
て
き
て
い
ま
す
。

再
三
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

が
、
清
掃
工
場
の
運
営
は
安
易

な
委
託
に
よ
っ
て
、
一
旦
事
故

が
起
こ
れ
ば
多
く
の
区
民
の
健

康
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
半
年
間
の
間
、
中
防
の

灰
溶
融
炉
で
の
水
銀
問
題
や
、

豊
島
工
場
で
の
水
管
噴
破
事
故
、

品
川
工
場
で
の
全
炉
停
止
事
故

に
伴
う
水
銀
問
題
等
、
清
掃
局

時
代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
事
故
処
理
に
つ
い
て
、
「
こ

こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
か
」
と

い
う
感
が
否
め
ま
せ
ん
。

当
局
は
コ
ス
ト
的
メ
リ
ッ
ト

が
余
り
な
い
中
で
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
目
的
は
民
間
活
力

の
導
入
だ
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
内
容
は
再
委
託
や
派

遣
労
働
者
の
受
け
入
れ
で
、
一

年
間
に
一
／
三
か
ら
一
／
二
の

職
員
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
う

現
状
で
、
ど
こ
に
民
間
活
力
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
全
く
理

解
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
清
掃
行
政
を
市
場

原
理
に
ゆ
だ
ね
る
の
は
間
違
い

だ
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
も
経
営
優
先
や
営
利
優

先
を
追
求
し
た
結
果
市
民
社
会

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
事
故
が
次
々

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

三
重
県
多
度
町
「
ご
み
固
形

燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
発
電
工
場
」

で
の
貯
蔵
タ
ン
ク
爆
発
事
故
や
、

静
岡
市
沼
上
清
掃
工
場
（
灰
溶

融
）
で
の
爆
発
事
故
や
福
知
山

線
脱
線
事
故
、
耐
震
偽
装
事
件

は
言
う
に
及
ば
ず
、
昨
年
の
シ

ン
ド
ラ
ー
の
扉
が
開
い
た
ま
ま

で
動
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
不
適

切
な
保
守
に
よ
っ
て
安
全
性
が

低
下
し
て
い
た
と
報
道
）
、
ふ

じ
み
野
市
の
プ
ー
ル
事
故
（
市

長
が
ポ
ン
プ
を
い
つ
切
っ
た
の

か
。
ど
ん
な
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
た
か
不
明
と
発
言
）
、
今

年
の
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
の
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
事
故
（
車
軸
を

十
五
年
間
に
わ
た
り
未
交
換
）
、

シ
ェ
ス
パ
温
泉
爆
発
（
メ
タ
ン

ガ
ス
の
換
気
不
備
）
コ
ム
ス
ン

の
介
護
を
食
い
物
。

こ
れ
ら
は
営
利
主
義
や
民
営

化
を
進
め
た
結
果
技
術
も
ノ
ウ

ハ
ウ
も
失
い
、
結
果
と
し
て
管

理
監
督
能
力
す
ら
喪
失
し
た
た

め
起
き
た
事
故
事
例
で
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
事
例
が

安
易
な
民
営
化
の
危
険
性
を
証

明
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は

東
京
二
十
三
区
民
の
安
全
で
衛

生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
り
、

環
境
を
保
全
す
る
目
的
の
た
め

に
働
い
て
い
ま
す
。
日
夜
清
掃

行
政
に
携
わ
り
、
そ
こ
か
ら
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
材
は
育
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

い
ま
こ
そ
、
一
組
当
局
は
東

京
二
十
三
区
区
民
に
対
す
る
清

掃
事
業
の
責
任
性
を
確
立
さ
せ
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
直
ち
に

止
め
る
勇
気
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

組
合
側
：
次
に
、
職
場
の
代
表

か
ら
要
請
を
行
い
ま
す
の
で
お

聞
き
取
り
く
だ
さ
い
。

北
工
場
支
部
代
表

大
田
工
場
支
部
代
表

板
橋
工
場
支
部
代
表

江
戸
川
工
場
支
部
代
表

組
合
側
：
今
職
場
か
ら
の
切
実

な
要
求
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

委
託
至
上
主
義
に
陥
り
「
人

材
な
く
し
て
天
下
な
し
。
「
人

材
な
く
し
て
国
滅
ぶ
」
の
た
と

え
に
あ
る
よ
う
に
全
運
転
係
の

委
託
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
積
み

上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
・

技
能
の
伝
承
に
支
障
を
き
た
し
、

「
人
材
な
く
し
て
一
組
滅
ぶ
」

と
な
ら
な
い
よ
う
提
案
の
見
直

し
を
強
く
求
め
ま
す
。

東
京
清
掃
労
働
組
合
は
、
今

ま
で
運
転
管
理
業
務
委
託
が
様
々

な
問
題
を
起
こ
し
て
き
た
こ
と

に
鑑
み
、
よ
り
質
の
高
い
公
務

公
共
労
働
を
提
供
し
、
各
区
民

に
対
し
て
安
全
な
清
掃
工
場
を

確
立
し
、
よ
り
よ
い
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。

ま
た
、
私
ど
も
組
合
と
当
局

は
あ
る
意
味
で
は
働
く
者
と
経

営
者
と
い
う
車
の
両
輪
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
提
案
は
ま
さ
に
こ
の

ま
ま
実
施
さ
れ
れ
ば
、
一
支
部

に
組
合
員
が
十
数
名
し
か
残
ら

な
く
な
る
よ
う
な
組
合
つ
ぶ
し

そ
の
も
の
で
す
。

今
日
の
組
合
員
の
大
き
な
声

を
真
に
聞
き
入
れ
、
断
固
平
成

二
十
年
度
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
を
撤
回
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

請
し
ま
す
。

当
局
側
：
た
だ
い
ま
、
「
清
掃

工
場
の
運
転
管
理
業
務
等
の
委

託
」
に
関
す
る
皆
さ
ん
方
か
ら

の
要
望
は
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
話
の
主
旨
は
早
速
、
管
理

者
及
び
副
管
理
者
に
伝
え
る
こ

と
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
の
際
や
、
そ
の
後
の
協

議
の
場
に
お
い
て
も
、
お
話
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
方
か
ら
長
年
に
渡
っ
て
要
求

の
あ
り
ま
し
た
、
設
備
管
理
職

員
の
採
用
と
事
務
職
員
の
固
有

化
に
つ
い
て
、
九
月
十
四
日
の

区
長
会
総
会
で
了
承
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
経
営
計
画
」
お

よ
び
「
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
で

二
十
三
区
と
区
民
に
約
束
を
し

た
運
転
業
務
等
の
業
務
委
託
を

含
む
清
掃
工
場
の
効
率
的
運
営

を
、
皆
さ
ん
方
の
協
力
を
得
て

着
実
に
実
施
し
て
き
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
方
に
は
こ
れ
ま
で
苦
渋

の
決
断
を
も
っ
て
ご
協
力
戴
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

し
か
し
、
今
回
提
案
し
て
お
り

ま
す
清
掃
工
場
の
運
転
管
理
業

務
等
の
委
託
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
に
申
し
上
げ
た
経
緯
を
踏
ま

え
、
清
掃
一
組
と
し
て
二
十
三

区
や
区
民
の
負
託
に
応
え
る
た

め
、
必
ず
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
私
ど
も
と
し
て
は

交
渉
等
で
皆
さ
ん
方
か
ら
強
く

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
工
場
の

安
全
で
安
定
的
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
の
基
幹
部
門
の
強
化

や
、
人
材
育
成
と
技
術
の
継
承

に
つ
い
て
は
、
専
門
委
員
会
の

場
で
私
ど
も
の
考
え
を
十
分
に

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
る
努
力
を
重

ね
る
所
存
で
す
。

皆
さ
ん
方
に
も
、
官
か
ら
民

へ
と
い
う
社
会
的
な
流
れ
や
、

清
掃
一
組
を
構
成
し
て
い
る
二

十
三
区
が
行
財
政
運
営
の
効
率

化
に
懸
命
な
努
力
を
重
ね
て
い

る
状
況
に
つ
い
て
も
ご
理
解
頂

く
よ
う
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

永
年
に
渡
り
築
い
て
ま
い
り
ま

し
た
労
使
の
信
頼
関
係
を
損
な

う
こ
と
が
な
い
よ
う
誠
意
を
も
っ

て
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

組
合
側
：
た
だ
い
ま
の
一
組
当

局
の
説
明
で
は
、
私
ど
も
の
要

請
、
主
張
に
つ
い
て
、
納
得
の

い
く
内
容
に
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

引
き
続
き
、
専
門
委
員
会
等

で
の
協
議
や
、
要
請
行
動
等
を

通
じ
て
、
我
々
の
主
張
や
要
請

を
行
い
ま
す
の
で
、
提
案
の
撤

回
を
含
め
た
誠
意
あ
る
交
渉
を

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
お
き
ま

す
。

○
一
部
事
務
組
合
卓
球
部

主
催
・
一
組
総
支
部
共
催

の
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

日
時

二
〇
〇
八
年
一
月
三
十
日
（
水
）

九
時
よ
り
十
七
時
ま
で

場
所千代

田
区
立
総
合
体
育
館

千
代
田
区
内
神
田
二
ー
一
ー
八

受
付
九
時
よ
り
九
時
一
五
分厳守

試
合
開
始

九
時
三
十
分

定
員
四
十
名

服
務
は
年
休
対
応
で
す
。

申
し
込
み

一
月
二
十
一
日
（
月
）
厳
守

問
い
合
わ
せ

施
設
管
理
部
技
術
課

六
二
三
八
ー
〇
七
六
〇

武
田
さ
ん
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

始
め
の
一
歩
！

ち
ら
ほ
ら
、
話
が
出
て
い
る

ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介

①
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

②
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

③
カ
メ
ラ
同
好
会

④
ア
キ
バ
探
索
同
好
会

⑤
ド
ラ
イ
ブ
ク
ラ
ブ

⑥
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

⑦
渓
流
つ
り
同
好
会

⑧
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

⑨
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

⑩
海
釣
り
、
船
釣
り
同
好
会

現
在
、
野
球
、
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
は
、
一
組
総
支
部
で
予
算

執
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
十
番
ま
で
の
す
べ
て
を
、

教
宣
部
と
し
て
は
未
公
認
で
す
。

し
か
し
、
煙
の
立
つ
所
に
は

火
が
あ
る
こ
と
で
す
の
で
、
ま

ん
ざ
ら
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
約
款
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

一
定
の
参
加
会
員
数
の
確
保
、

行
動
計
画
の
立
案
、
規
約
や
会

則
な
ど
を
作
成
し
て
、
発
起
人

が
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
支
援
で
き
る
か
、

一
組
総
支
部
と
し
て
、
考
え
て

い
き
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
文
厚
活
動
の

協
力
を
し
て
い
く
方
針
で
す
。

組
合
員
の
親
睦
交
流
の
場
と

し
て
有
意
義
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
か
け
て
み
よ
う

と
思
っ
た
方
は
、
券

が
支
部
に
届
い
て
い

ま
す
の
で
、
支
部
役

員
さ
ん
ま
で
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。



イ
チ
ョ
ウ
並
木
が

見
も
の

昭
和
の
日
制
定
記
念

第
二
十
七
回
八
王
子

い
ち
ょ
う
祭
り
の
開
催

十
一
月
十
八
日(

土)

、
十
九

日(

日)

の
週
末
、
八
王
子
市
追

分
町
か
ら
高
尾
駅
入
口
ま
で
、

ほ
ぼ
四
キ
ロ
に
渡
る
甲
州
街
道

沿
い
に
て
行
わ
れ
る
い
ち
ょ
う

祭
り
。
二
日
間
に
渡
り
、
三
十

万
人
を
越
え
る
観
客
動
員
数
を

誇
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
昭
和
を
歩
き

昭
和
を
学
ぶ
」
。
美
し
く
黄
葉

し
た
イ
チ
ョ
ウ
を
眺
め
な
が
ら
、

甲
州
街
道
中
通
行
手
形(

六
〇

〇
円)

を
持
っ
て
沿
道
関
所
を

順
に
巡
る
と
、
焼
印
が
六
個
で

福
引
が
で
き
、
十
二
個
で
記
念

メ
ダ
ル
が
も
ら
え
る
。

ま
た
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

パ
レ
ー
ド
や
世
界
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
パ
レ
ー
ド
、
全
国
各
地

の
物
産
品
の
バ
ザ
ー
が
祭
事
の

目
玉
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
は
、
一
九

七
三
以
前
の
製
造
さ
れ
た
、
国

産
車
、
外
車
な
ど
が
、
出
場
す

る
。
パ
レ
ー
ド
な
の
で
、
レ
ー

ス
で
は
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

身
近
に
撮
影
し
た
り
、
オ
ー
ナ
ー

と
の
会
話
が
楽
し
め
ま
す
。

交
通
手
段
で
す
が
、
マ
イ
カ
ー

は
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

や
は
り
、
電
車
や
バ
ス
が
無

難
か
と
思
い
ま
す
。

中
央
線
の
西
八
王
子
駅
北
口

が
便
利
。
会
場
ま
で
歩
い
て
二

分
く
ら
い
で
す
。
屋
台
、
バ
ザ
ー
、

出
店
、
物
産
店
、
よ
さ
こ
い
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

デ
ジ
カ
メ
は
必
須
。
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ぎ
ん
な
ん
を
食
べ
す
ぎ
て
、

調
子
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
（
体
験
済
み
で
す
）

今
回
の
ご
紹
介
す
る
ラ
ー
メ

ン
屋
さ
ん
は
、
煮
干
し
だ
し
の

「
青
葉
」
で
す
。
知
っ
て
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
店

は
中
野
に
あ
り
ま
す
。

中
野
の
方
は
三
十
分
待
ち
は

当
た
り
前
の
状
況
。

で
も
こ
ち
ら
は
飯
田
橋
に
あ
っ

て
比
較
的
す
い
て
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
は
な
る
べ
く
避
け

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
基
本
的
に
は

二
つ
で
、
ラ
ー
メ
ン
と
つ
け
麺

の
み
。

普
通
と
特
製
が
あ
っ
て
、
特

製
の
方
は
煮
卵
が
入
っ
て
い
て
、

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
が
増
え
ま
す
。

写
真
は
特
製
つ
け
め
ん
で
す
。

な
ん
か
最
近
は
こ
っ
て
り
系

よ
り
も
、
和
風
で
な
お
か
つ
、

味
の
し
っ
か
り
し
た
ラ
ー
メ
ン

が
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

特
製
ら
ー
め
ん
８
０
０
円

特
製
つ
け
め
ん
８
５
０
円

場
所
は
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
の
西
口
を

出
て
左
に
行
く
と
警
察
病
院
が

あ
る
の
で
、
そ
の
先
の
道
を
右

に
曲
が
る
と
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
先
の
左
側
に
あ
り
ま
す
。

奥多摩の山梨県丹波山村を目指す。インターネットで調べてみる
とマス釣場、日本最長のローラーすべり台、今春オープンの温泉が
あるという。これなら家族で１日遊ぶにはもってこいです。
天気は快晴。朝６時、昨夜の雨風のおかげで、珍しく富士山がくっ

きり見える。道路情報ではあちこちで渋滞しているようだ。遠回り
になるかも知れないけれど、一般道を行く事にする。多摩川沿いに
くねくねと走る、奥多摩湖の周辺は紅葉と緑色の湖とあいまって美
しい。

早々に丹波山村村営釣場到着。川原に釣用の池が縦一列に30個ほ
ど掘ってあり、上流から取り込んだ水が順に流れていくようになっ
ている。客のグループ毎に池が決められて、１杯２６００円でニジ
マスを放してくれる（1杯で12匹）。釣竿と餌を借りて、このニジ
マスを釣り上げていく訳で、３０匹くらい、釣ってしまうと思って
いたのだが、養殖の釣堀のようにほいほいとは食いついてこない。

流れに乗って隣の池に行ってしまったんじゃないかと思ってしま
う。結局、つれたのは、１０匹だけ。

釣った魚を管理所に持っていくと、はらわたを出してくれて、竹
串料１本５０円で塩焼きにしてくれる。炭火で焼いたアツアツの魚
にかぶりつくと、むちゃくちゃうまい。こんなのは家じゃとてもで
きない。ウーロン茶で我慢したのです。

おなかがいっぱいになったところで、日本最長のローラーすべり
台とやらへ行く。料金大人２００円を払うとビート板を貸してくれ
る。250ｍの滑り台は確かに迫力があって面白い。一直線ではなく
途中にループがあったり、傾斜も急緩取り混ぜてあって、何度でも
滑りたいところではあるが、滑ったあと滑り台の上まで歩いていか
なければならないのが一番の難点。リフトを用意してくれ。

一汗かいたところで温泉に行く。４月２６日に一般公開したばか
りの「めぬかり湯」。吊り橋を渡っていく。男湯はローマ風？湯船
は38℃のぬるい湯と42℃の熱い湯、中央にお湯の流れる石の腰掛け
があり、熱い湯が苦手の子供連れでもゆっくりできる。露天風呂と
サウナもあって入浴料600円、この辺りの日帰り温泉のなかでは安
いほうだろう。ちなみに女湯のほうは和風の檜風呂。露天風呂には
打たせ湯もあるらしい。（入っていないからはっきり言えません）

一度、奥多摩湖ダム（水力タービン）の見学も兼ねて出かけてみ
ませんか。

外国語講座のある
海外向け日本語放送

外国語講座のある
海外向け日本語放送

言語放送局初回放送日時
中国語CRI 中国国際放送『ビジネス

中国語』日・火19時台
中国語入門』月・木18時台
中国語RCI 台湾国際放送『中国語

で台湾へ』火曜日20時20分
生活中国語』木曜日20時20分
韓国語KBS ラジオ韓国『ジェイミッ

ヌン韓国語講座』月曜日～金曜日
ベトナム語TNVN-VOV ベトナムの声

放送『やさしいベトナム語』
火曜日

インドネシア語RRI インドネシア
の声『インドネシア語講座』

木曜日
タイ語HSK9 ラジオ・タイランド

土曜日（不定期） ペルシャ語
IRIBイラン
イスラム共和国対外放送局

『やさしいペルシャ語』水曜日
６メガから１６メガヘルツの範囲で受
信できます。混信もなく、電波状態が
とてもいいです。


